
第６学年 算数科学習指導案 単元名「分数のかけ算」全１１時間 

 

 

 

 

  

  

  

   

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

【単元目標】A（１） 
 分数の意味と表現、計算について成り立つ性質に着目し、分数の乗法の計算の仕方を数直線図や既習の計算をもとに考え、計算することができる。 

【単元に関わる既習内容】 
５年 小数のかけ算 

 分数のたし算とひき算 
   分数と小数、整数 
６年 分数と整数のかけ算・

わり算 

【単元後の児童の意識】 
分数をかける計算の方法、分数で

あっても整数と同じように乗法のき
まりが使えることが分かった。逆数
の意味や、積とかけられる数との大
小関係、乗法のきまりなどが分かっ
た。分数でわる計算も同様に解ける
だろうか。 

【単元がつながる内容】 
６年 分数のわり算 

分数をかける計算の方

法を知る 

分数のかけ算の

理解を深める 【児童の実態】 

○データ整理やグラフ作成などの
作業に集中して取り組む児童が
多い。 

○「分数と整数のかけ算・わり
算」では、計算の方法を理解し
て、自分で解き進める児童が多
かった。 

○練習問題をやり切ろうと、意欲
的に取り組む児童が多い。 

●考え方の見通しが立たず、自分
なりの考えをもてない児童や、
筋道立てて説明することの苦手
な児童が多い。 

●自分の考えを広めたり、仲間の
考えにじっくりと耳を傾けたり
することが苦手である。 

●分数の計算方法や約分する方法
を理解できていない児童がい
る。 

 

逆数、積の大きさ、求積、計

算のきまりを知る 

①分数をかける計算式 
 乗数が分数の場合でも
乗法の式に表せること
を、乗法が整数の場合か
ら類推したり、数直線図
を用いたりして理解する
ことができる。【考】 
 かける数が分数の場合
でも、かけ算の式に表す
ことができる。 

⑨面積や体積の公式 
と分数（本時） 
辺の長さが分数の場

合でも、面積や体積の

求積公式が適用できる

ことを理解することが

できる。【知】 

 辺の長さが分数で
表されていても、公式
に当てはめて面積や
体積を求めることが
できる。 

⑪たしかめ問題 
 基本的な学習内容を理解
できているか確認し、習熟す
る。【知】  

②③分数×分数の計算 
 分数×分数の計算の
仕方を、既習の計算に
帰着させて考え、説明
す る こ と が で き る 。
【考】 

既習の計算をもとに
考えれば分数×分数の
計算も、求められる。 

④分数×分数（約分） 
 分数×分数で、計算の
途中で約分ができると
きの計算の仕方や、3 口
の分数の乗法の計算の
仕方を理解することが
できる。【知】 
 途中で約分したり最
初にまとめて約分した
りすると、簡単に計算で
きる。 

⑤整数×分数 
 整数×分数の計算
は、分数×分数とし
て計算できることを
理解することができ
る。【知】 
 整数を分数に直し
てから計算すれば、
分数×分数で計算で
きる。 

⑥練習 
 基本的な学習内容
に習熟し、それを活用
する。【知】 
  

⑦逆数 
 逆数の意味を知り、分
数、整数、小数の逆数を
求めることができる。
【知】 
 ２つの数の積が１に
なるとき、一方の数をも
う一方の数の逆数とい
う。真分数の場合、分子
と分母を入れ替えれば
よい。 

⑧積の大きさ 
 分数をかける乗法で、乗
数の大きさから積と被乗
数の大小関係を判断する
ことができる。【考】 
 かける数の大きさによ
って、積とかけられる数の
大小関係が分かる。 

⑩計算のきまり 
 分数の場合にも、乗法
の交換法則、結合法則や
分配法則が成り立つこと
を 理 解 す る こと が でき
る。【知】 
 整数や小数のかけ算で
成り立った計算のきまり
は、分数のかけ算でも成
立つ。 



・もとにする長方形のいくつ分かで考える。 

 ①もとにする長方形の大きさを求める。 
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 ②もとにする長方形のいくつ分かを式で表

し求める。 

◆本時のねらい 

 辺の長さが分数で表された長方形の面積を求める場面で、もとにする長方形のいくつ分かで求めたり面積図を用いて考えたりす

る方法と、長方形の求積公式に当てはめて求めた答えとを比較することを通して、辺の長さが分数の場合でも、面積の求積公式

が適用できることを理解し、公式に当てはめて面積や体積を求めることができる。 

 

◆本時の展開(９/1１) 

 学習活動と児童の姿 ◇指導上の工夫  ○研究に関わって 

つ
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１ 問題（１） 

 

・長方形の面積は、たて×横で求められる。だから、
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・辺の長さが整数でなく分数で表されているときも、公式で求めていいのだろう

か。  

  

２ 課題づくり 

 

３ 個人追究  
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４ 全体交流 

・求め方について交流する。 

☆深めの発問：もとにする長方形のいくつ分や、面積図で考えても、公式 

に当てはめた時と同じ答えになった。直方体の体積ではどうだろう。 

     ・面積の公式が使えたから、体積の公式も使えるだろう。 

 

５ 問題（２） 

 

 

６ まとめ 

 

７ 評価問題   

・鉛筆問題１，２を、求積公式に当てはめて解く。 

８ 練習 

・プリント、プラスワン問題、キュビナ（問題指定）の中から、自分の理解度に合わ

せて学習を進める。 

     

     

     

・問題場面を把握するために、分かってい

ること、求めたいことに線を引かせる。 

 

○研究内容１：既習学習との違いを明らか

にすることで、子どもによる主体的な課

題づくりを図る。 

 

◇行き詰まった児童が同じ考え方の児童

に尋ねられるように、個人追究の前に全

体で考え方の見通しをもち、どの方法で

取り組むかをネームプレートで示してお

く。 

 

○研究内容２：考えの根拠を明らかにする

ために、ロイロノートで提出した自分のノ

ートを示すなど、ＩＣＴを活用する。 

◇公式に当てはめる求め方とそうでない求

め方とを板書に位置付けることで、比較

しやすくする。 

＜人権教育の観点＞ 

☆辺の長さが分数で表されている場合で

も、公式を用いることができることを理解

する。(認識力) 

 

 

 

 

 

 

○研究内容３：本時や評価問題の自分の

実態をふり返り、自己選択をふり返る場

を位置づける。 

  ①プリント…基本 

  ②プラスワン…発展（ノート） 

  ③キュビナ…基本または発展（タブレット） 

辺の長さが分数で表されている長方形の面積も、公

式で求められるか調べよう。 

辺の長さが分数で表されているときも、面積や体積の公式が使える。 

 たて ２
３
ｍ、横 

４

５
ｍの長方形の面積は何㎡ですか。 

右の直方体（たて
２

３
ｍ、横

３

４
ｍ、高さ

３

５
ｍ）の体積を、体積を求め

る公式に当てはめて求めましょう。 

評価規準【知識・技能】 

辺の長さが分数の場合でも、

求積公式が適用できることを理

解し、公式に当てはめて面積や

体積を求める。 

・面積図で考える。 
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